
早坂剛会頭をはじめ、当会議所の役員
が新潟県村上市を訪れ、村上商工会議
所の川崎久会頭や副会頭、各部会、
青年部の代表との懇談会を開催した。

村上市は、人口約６万人の武家屋
敷が残る城下町で、
世界で初めて鮭の自
然ふ化増殖に成功し
た「鮭のまち」として
知られている。

懇談会の前に、村上市観光ガイドのご案内
でまちなかを見学。鶴岡とのゆかりが深い
宮川屋や善龍寺の歴史などを伺った。

城下町の面影が残る町屋へ。歴史深い
鮭料理の文化を守り続けている「味匠 
喜っ川」には鮭文化が感じられる加工品
の数々が並び、その奥には天井の梁から
びっしりつり下げられた塩引き鮭に目が
くぎ付けに。村上の食の伝統を守り抜く
という気概が伝わってくる光景であった。

お互い様々な問題、課題は多くあるが、
一番の目標は日本海沿岸東北自動車道
の早期開通を目指し、両商工会議所が
一体となって陳情活動や運動を展開し
ていくこと。村上と鶴岡は歴史的にも
関係が深く、今後はますます情報交換
を活発に行い、交流を深めていくこと
などが話し合われた。

鹿児島商工会議所 渕本副会頭の会社であ
り、さつまあげで有名な「南海食品㈱（鹿児
島月揚庵）」は、昭和38年に海産珍味加工
製造業として発足。珍味を真空パック化す
る機械を鹿児島で初めて導入した。さつま
あげをお土産として通用する商品へと高め
るため、県外の人の味覚をリサーチし、商品
を開発。安全に対する管理も徹底していた。

交流会懇談会においては、始めに岩崎会頭より「西郷さんを再評価していただいたのが
旧庄内藩であり、鹿児島と庄内は深い絆で結ばれているのに意外と交流がないと思っ
ている。これからは本気で交流したい」とご挨拶いただいた。早坂会頭は「今回、鹿児島
市の中心市街地への取組、観光面等色々と勉強をさせていただいた。今度はぜひ、鶴岡
においでいただき経済的交流も深めていきたい」と挨拶。続けて、国井副会頭が「西郷
どんの放映が始まり、旧庄内藩と関係が深い鹿児島にぜひ行かなければとの想いから、
庄内の翼と名打ち、チャーター便を含めて５便、３００名ほどの鶴岡市民がこの鹿児島
を訪れる。相互交流を通じて、産業界も交流を深めて参りたい」と挨拶し乾杯の発声を
行った。両商工会議所役員等４０名で和やかに懇親を深め合った。
　今回の鹿児島市の視察研修と鹿児島商工会議所との交流を通じて、両市が深い絆で
結ばれていることを再認識した。我々商工団体としては、今後、経済・産業分野でも一層
の連携を強めていきたい。

　戊辰戦争・明治維新から150年経過した今年、NHK大河ドラマ「西郷どん」が放映される
など、鹿児島市では西郷南洲翁に関する企画展示やイベントが展開され大変な盛り上がりを
見せている。鹿児島市と鶴岡市は、西郷南洲翁との「徳の交わり」を基に「兄弟都市」の盟約
を結んでおり、親善使節団の相互訪問などを通して交流が続いている。今回は、早坂会頭
をはじめ当商工会議所の役員が鹿児島市を訪れ、鹿児島商工会議所との交流を深めた。

鹿児島商工会議所岩崎会頭をはじめ各副
会頭から、「中心市街地及びウォーターフ
ロントエリアにおけるまちづくりについて」
「観光振興に係る取組みについて」「国際
観光都市創造に向けた取り組みについ
て」それぞれご講話いただいた後、意見を
交換した。

村上市 訪問
７月12日（木）

鹿児島市 訪問
9月26日（水）～28日（金）

2018.10.01‒12.31
(本番／2019.10.01‒12.31)

※ガストロノミーとは文化と料理の関係を考察することをいい、日本では美食術、美食学と訳される。
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岡
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鶴
岡
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落
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10月1日 プレDCオープニングセレモニーの様子。参加者が威勢よく鏡割りを行い、開幕を飾った。
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。

開催期間

村上市まちなか見学

鮭料理の「味匠 喜っ川」

鹿児島商工会議所へ表敬訪問
南洲神社では、西郷南洲翁と、南洲の教え
に共感し、薩摩の私塾で学び、西南戦争

に従事した２人の旧
庄内藩士のお墓に
手を合わせた。

西郷南州と旧庄内藩士が眠る墓地へ献花

天文館は、街歩き観光が楽しめるよう工夫
された商店街で、各商店街とWeLove
天文館協議会が連携しながらイベントを
実施。天文館一帯の活性化、来街促進を
図っている。協議会の牧野会長からは
「全国の商店街からみれば衰退はしていな
い。町の灯を消したくない、何とか生き残ろ
うという気持ちで頑張っている」との想い
が語られた。次に犬伏副会頭から、「新しい
天文館の核・シンボル」再開発事業の計画
について、実際にエリアを歩きながら説明
していただいた。

南九州一の繁華街 「天文館」視察

鹿児島商工会議所との交流懇談会

鹿児島名物さつまあげ加工工場「月揚庵」

村上商工会議所との懇談会

庄
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ア
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プ
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」

総 務 委 員 会
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